
第５学年 家庭科学習指導案  

                         

１  題材名    やってみよう～整理・整頓～  

２  題材について 

(1) 本題材は、小学校学習指導要領解説家庭編「住生活」（6）快適な住まい方のア（イ）「住

まいの整理・整頓や清掃の仕方を理解し、適切にできること」及びイ「季節の変化に合わせ

た住まい方、整理・整頓や清掃の仕方を考え、快適な住まい方を工夫すること」に基づいて

設定している。ここでは、自分の持ち物を必要性に応じて分類し、場所や利便性等を考えて

収納することで、生活が快適になることに気づくとともに、それが効率的で安全な住まい方

につながることを理解することをねらいとしている。  

本題材は、よりよい収納方法について自分で試行錯誤したり、友だちとの対話を通して多

様な考えに触れたりすることで、自分なりに考えを深めながら、実感を伴った理解に結びつ

け、日常生活をより良くしようとする気持ちを育てることができると考える。 

(2) 本学級の児童は、家庭科の学習に意欲的に取り組んでいる。４月「ソーイングはじめの一

歩」では、授業で学んだことを家庭生活に生かしている児童も多く、学習と生活とが結びつ

いている様子がうかがえる。ほとんどの児童は整理・整頓の大切さを理解しているが、学級

全体として十分に実践できていないことが分かる。そのため、具体的な方法やコツを理解し、

整理・整頓のよさを考えることで、家庭でも整理・整頓を実践し、生活をより快適にできる

と考える。  

(3) 本題材では、整理・整頓のよさについて児童自身が実感し、家庭での実践への意欲を高められる

ことをねらいとしている。第１次では、児童一人ひとりが整理・整頓の必要性を自分ごととして捉

え、学習への見通しをもてるようにするために、散らかっている家の写真やアンケート結果をもと

に、日常生活の中から課題を見つけ、「なぜ整理・整頓が必要なのか」について考える。第２次では、

実際に話し合ったコツを使って感じた困り感を共有したり、持続可能かを考えた友だちの工夫と比

較したりしながら、よりよい整理・整頓の仕方について、見方・考え方を働かせて考えを深めるた

めに、ロッカーの整理・整頓にも取り組む。これまでに得た知識や気付きにもとづいて、改善案を

話し合い、実行する。第 3 次では、家庭での整理・整頓に取り組む計画を立て、実践の機会を設け

たり、全校へ発信したりする。これにより、整理・整頓に関する実践力を高めるとともに、課題を

発見し解決していく過程を通して、思考力・判断力・表現力の育成を図る。 

３ 題材の目標                

○ 住まいの整理・整頓の仕方や環境に配慮した物の使い方を理解するとともに、それらに係る技

能を身に付ける。                               

○ 住まいの整理・整頓の仕方や環境に配慮した物の使い方について問題を見いだして課題を

設定し、様々な解決方法を考え、実践を評価改善し、考えたことを表現するなどして課題を

解決する力を身に付ける。                        

○ 家族の一員として、生活をよりよくしようと、住まいの整理・整頓の仕方や環境に配慮し

た物の使い方について、課題の解決に向けて主体的に取り組んだり、振り返って改善したり

して、生活を工夫し、実践しようとする。                 

４ 学習指導計画（全５時間 本時 ４／５ ） 

次 時 主な学習活動 指導上の留意点 

１ １ 

整頓の必要感から学習課題をつくる。 
 

・必要感をもたせるために実物で考え
られている児童を称賛する。 

２ 

２
～
４ 

計画を立て、整理・整頓を行う中で、整
理、整頓の仕方を身につける。 

・整理するよさや、実践するためのコ
ツを生かすために、視点をもって発言
している児童を称賛する。 

３ ５ 家庭実践をふり返り、生活に生かす。 
・生活につなぐために、これからを考
えて発言した児童を称賛する。 

○？どうすれば整理整頓できるのだろう。 



５ 本時の学習指導案 
(1) 目 標  

○ 自分の持ち物を必要性に応じて分類し、場所や利便性等を考えて収納することで、生活が快適になることに気づくとともに、それが効率的で安全な住まいに 

つながることを理解することができる。 
(2) 学習指導過程 

 

  
  

学 習 活 動   予想される児童の反応   教師の支援活動・評価  
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１ 前時の内容を振り

返り、学習問題を作

る。 
 
  
 
２ ロッカーの整理整
頓の時の視点を踏ま
えて、工夫を考える。 

 (1) 自分で考える。 
 (2) 友だちの考え方と

つないで考える。 
 
 
 
 
 
３ 全体交流によって、

整頓の工夫について
考える。 

 
 
 

 
 
 
 
４ 学習をまとめる。 
 
 
 
５ 学習を振り返る。 
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○ふ   

・ 学びの定着のために、前時で学習

したロッカーの工夫について発言す

る児童を称賛する。  

 

・ 前時とのつながりや見通しをもっ

て主体的に取り組む力を育てるため

に、単元の導入で立てた単元計画を

活かして、本時の学習課題を立てよ

うとしている児童を称賛する。  

 

〇 様々な視点を活用して考えを整理す

るために、既習を活用しながら見通し

をもって考えたり、見方・考え方を働か

せて考えて取り出しやすさに気づいた

りすることができている児童を称賛す

る。 

○発  これだけ意識しているのに、どう

してぐちゃぐちゃになってしまう時

があるのかな。  

・ 忙しい時でも整頓された状況になる

ために、位置を工夫したり、実際に整頓

して動きから考えたりできている児童

を称賛する。 

○評  自分の持ち物を必要性に応じて分す

りして、収納することができる。 

・ 実生活に本時の学びを活かすため

に、自分の考えの変容や友だちの学び

方からの学びを感じて表現して振り返

ることができている児童を称賛する。 

 

どうすればお道具箱のきれいさを長続きさせれるのだろう。 

 ロッカーは目的に合わ

せて順番を工夫すると使

いやすくなったね。 

 「長く続くには」と考

えると片付けが簡単に

なったね。 

 ロッカーのように

「よく使うもの」で

考えるとどうかな。 

 毎回同じ場所にしま

えるよう工夫すると、時

間が短くなりそう。 

〇〇さんみたいに、

「忙しい時」を意識す

ると、位置を変えたほ

うがいいのではないか

な。 

友だちの「安全のた

め」を考えると、はさみ

の向きにも気を付けた

ほうがいいかもしれな

い。 

 すぐ見つけられる場

所のことを考えると、色

鉛筆の色もそろえたほ

うが取り出しやすいね。 

 忘れることが少なく

なった気がするよ。他の

場所だとどうかな。 

きれいな状態が「長く続くに

は」という考え方で工夫を探す

といいと思うよ。 

 最初からできていると思っていたけれど、普段考えない「忙しい時

に散らかりやすいこと」を考えると、自分のものを置いている位置を

使いやすさを工夫して変えようと思うことができたよ。 

・ はさみは、よく使うけれど、「長く続くには」で考えると、横

側にすると、他の物と重ならず、いつでも取り出せそう。 

・ 忘れないように、ラベリングしてもいいかも。 

  収納する場所や使いやすさなど、状況を考えて整頓しておく

と、お道具箱を整頓することができる。 





 


